
 

           新技術調査表（１） 登録番号 0401037 

名  称 MITS 工法（CMS ｼｽﾃﾑ） 
作成年月日 2004年 3月26日 

更新年月日 2020年 4月17日 

 副  題  中圧噴射機械撹拌工法  開発年月日 1999年 月 日 

 
 
 分  野 

○1 共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
○2 工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

地盤改良工 

 

 

改良N値(粘性土0～10)(砂質土0～15) 

最大深度は23ｍ 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 ㈱富士建 他2社 担当部署 技術部 

担当者名  溝口 力 ＴＥＬ 0952-64-2331 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名  ＭＩＴＳ工法協会 担当部署 事務局 

担当者名  溝口 力 〒 

 

840-0513 ＴＥＬ 0952-64-2331 

住  所 

 

 佐賀県佐賀市富士町大字下熊川159-68 ＦＡＸ 0952-64-2340 
 

 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  e-maile  eigyou2@fujiken-co.jp 

 
 【概 要】 
MITS工法とは、Middle Pressure Injectin Total System CMSｼｽﾃﾑとは、Combination Mixing Slurryです。

従来のｽﾗﾘｰ式低圧機械攪拌工法の攪拌方法をｽﾗﾘｰ式中圧噴射と攪拌翼の二つの攪拌ｼｽﾃﾑを採用した新しい地
盤改良ｼｽﾃﾑです。本工法の概要は、小型のﾍﾞｰｽﾏｼﾝの先端部に拡散防止板(変位低減板)を取り付けた特殊攪拌
翼でｽﾗﾘｰを中圧噴射(5MPa～15MPa)しながら正回転により所定深度まで貫入します。 
先行攪拌後、逆回転にて中圧噴射方式で地盤改良を行ないます。改良径は、500㎜から最大1600㎜の円柱状の
改良体を造成するｼｽﾃﾑです。なお、削孔改良時間は、標準で1.0m当り1.0分とし、攪拌引き上げ時間も、 1.0
m当り1.0分とする施工ｻｲｸﾙなので、コスト低減が図られ、さらに中圧噴射ｼｽﾃﾑで攪拌効率の向上を図った工
法です。また、適用地盤は、特記項目に記載している、粘性土・砂質土および有機質土を対象としておりま
す。 
 【特 徴】 
本工法の特長は、ﾍﾞｰｽﾏｼﾝが従来工法に比べて小型のﾊﾞｯｸﾎｳをﾍﾞｰｽﾏｼﾝに採用していることから、360

度の範囲で施工が可能であり、かつ、狭小現場での施工を得意としております。また、従来の機械攪拌
翼に中圧噴射攪拌を組み合わせたことで、改良径拡大・改良時間短縮による低コスト化、周辺地盤の変
位低減及び粘性土での共廻り現象の解消など、数々の特長を有しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                    
（写真，図表等） 
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新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：   1 件 
  国 土 交 通 省：  164 件 
  その他公共機関：  806 件 
  民 間：   40 件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：     件 

 都市整備局： 1    件 

 港 湾 局：     件 
  

水 道 局：    件 

  下 水 道 局：     件 

  交 通 局：     件 

  そ の 他：    件 

 特  許    ○1 有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：第3731669号・第4944926号・第5346977号  ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ○4 無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：技審証第2301号） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （平成23年9月20日） 
                      ・証明機関   （一財 先端建設技術ｾﾝﾀｰ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 
 （番号：QS-000013-V 登録年月日： 2000年12月20日 ） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 ○1 安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ○4 コスト縮減・生産性の向上 
 ○5 公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ○7 景 観 

 自由記入  ﾍﾞｰｽﾏｼﾝの小型化・施工時間の短縮・改良品質の向上 

開発目標 
（選 択） 

 １省人化 ２省力化 ○3 作業効率向上 ○4 施工精度向上 ○5 耐久性向上 ○6 安全性向上 
 ○7 作業環境の向上 ○8 周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 ○10. 省資源・省エネルギー ○11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名： 
 １ 工 程【○1 短縮（ 24％）２同程度 ３増加（  ％）】（機動性・施工時間の短縮） 
 ２ 省 人 化【１向上（  ％）○2 同程度 ３低下（  ％）】（           ） 
 ３ 経 済 性【○1 向上（41.2％）２同程度 ３低下（  ％）】（中圧噴射のため小型機械） 
 ４ 施工管理【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（マシン内での集中管理） 
 ５ 安 全 性【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（小型なので軟弱地盤可能） 
 ６ 施 工 性【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（小型機械なので機動性有） 
 ７ 環 境【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（周辺環境への威圧感減少） 
 ８ 汎 用 性【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（QSJにより障害物へ対応） 
 ９ 品 質【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（粘土の共回りがない） 
 10  そ の 他（地中内部に障害物が発生しても、一部の機材を追加することで施工可能） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
 
施工単価の条件 ･改良径φ=1000㎜・改良本数100本・高炉B種ﾊﾞﾗ1m³ 100㎏・ｾｯﾄ数 1ｾｯﾄ    

         ･補助機0.2m³ 1台・土質(粘性土)・敷き鉄板はなし・ﾛｯﾄﾞ継ぎ足しもなし 
･1本の施工長=土被り0m+改良長14m 
･適用機種 SF-200LSH 

 【施工単価等】 材工共：     90,141 円／本 
 
         〔内訳〕材料費：  12,370 円／本 
             工事費：  77,771 円／本 
           〔その他〕仮設費：1,206,580 円／回（改良機組立解体輸送） 
 
 【施工上・使用上の留意点】 
①有機質土の改良については、現場試験を実施し改良強度を確認する。 
②本歩掛りは標準施工状態における歩掛りです。よって、特殊施工については別途考慮する必要が 
あります。 
③本工法の施工方法及び歩掛りは、有明軟弱地盤での試験結果に基づいていますが、一般的な低平地

地盤への適用も同等とします。 
 【参考資料】 
   
   

 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

 
(1) 仮設構造物としての適用例 

① 地盤強化 掘削工事における地盤強化 
② 止  水 湧水、漏水の防止及び周辺地下水位の低下防止 
③ 防  護 近接構造物の変状防止 

(2) 構造物としての適用例 
① 支持力強化   支持層や支持杭としての利用 
② 土圧低減    地中構造物に作用する土圧の低減 
③ 遮水、水圧低減 地中遮水壁としての利用 

 
上記適用例の対策工事としては下記の通りです。 

･BOX下部沈下防止対策･河川堤防すべり防止対策･河川基礎ﾌﾞﾛｯｸ土留補強+支持力増加対策 
･河川堤防耐震対策･処理施設土留+ﾋｰﾋﾞﾝｸﾞ防止対策･ｻｲﾎﾝ布設に伴う沈下防止対策 

 
 
 
 

 



新技術調査表（４） 
 

                    （写真，図表等） 
 

改良時の噴射状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施工歩掛および金額算出根拠】 
従来工法 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
新技術工法(MITS工法CMSｼｽﾃﾑ) 

 

 

 



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

都 市 整
備局 

江東区 

土木部道路課 

都市計画道路 

（補助200号線・豊洲橋）
整備工事（その３） 

2010.8～2010.11 

(地盤改良施工期間) 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

国土交通省北海道開発局 
札幌開発建設部 

北海道札幌建設管理部  
  

国土交通省中国地方整備局
浜田河川国道事務所 

九州農政局筑後川下流左岸
農地防災事務所 

福岡県北九州県土整備  
事務所 

国土交通省九州地方整備局
佐賀国道事務所      

佐賀県有明海沿岸道路整備
事務所          

長崎県県北振興局 

石狩川改修工事の内北島
遊水地西6線周囲堤外工事 

利根別川広域河川改修 
工事（3工区） 

三隅・益田道路上古市 
地区改良外工事 

西浜武線若宮排水樋門 
工事 

山田川護岸工事（1工区）
  

佐賀208号 諸富地区 
南改良工事   

武雄福富線道路 (地方道)
(2B)工事(道路改良工) 

日宇川河川改修工事  
(1工区) 

2019.1～2019.1  
  

2018.11～2018.12 
    

2018.7～2018.7  
   

2019.6～2019.6  
   

2019.2～2019.2  
  

2019.11～2020.2 
   

2019.9～2020.2  
         

2018.9～2018.12 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

 


